
  

鹿児島空港使用届出に関する取扱要領

令 和 6 年 3 月 2 8 日

　 鹿児島空港事務所



改正記録表

番号 改正年月日 決裁番号 改正内容

１ 令和６年  ３月  ２８日 鹿総第  239号 制定



１． 目的

 本要領は、空港管理規則（以下「規則」という。）第６条に基づく鹿児島空港の使用にか

かる届出の取扱要領を定め、空港の能率的な運営及び管理を図ることを目的とする。

２． 届出

（１） 届出の方法

ア 届出は、原則事前提出とし、空港使用届（様式１）を鹿児島空港事務所長に提出

するものとする。

ただし、所定の様式によらず提出されたものについては、その内容が様式１で

定められた項目を全て満たす場合は、空港使用届（様式１）とみなすことができ

る。

イ 空港使用届（様式１）の提出先

次のいずれかの方法により様式１を提出させるものとする。

・電子メール（cab-koj-fsc-shinsei@mlit.go.jp 航空管制運航情報官宛て）添付

・航空管制運航情報官窓口に提出

・郵送（〒８９９―６４９２ 鹿児島県霧島市溝辺町麓８３８

鹿児島空港事務所 航空管制運航情報官）

（２） 期間

ア 鹿児島空港常駐機は、１年を限度として包括的に認めることができる。ただし、

航空機の入れ替えがあった場合は、あらためて様式１を提出させる。

イ 鹿児島空港常駐機以外の外来機は、２週間を限度として認めることができる。

使用期間が２週間を超える場合は、別途調整を行うものとする。

３． 陸送による空港使用の届出

陸送により航空機を鹿児島空港に搬入又は搬出する場合は、空港使用届とは別に様式２

「航空機陸送届」を提出させるものとする。提出先は上記２．（１）イのとおりとする。

４． 届出受理事務

（１） 航空管制運航情報官は、届出書の記載内容に不備がないこと、必要な書類が添付

されていることを確認した後、遅滞なく総務課あて回付するものとする。

（２）総務課は、記載事項等を確認の上、届出を受理し管理するものとする。

５． その他

鹿児島空港の航空保安業務提供時間外における空港使用の取扱いについては、「運用時間



外空港使用承認申請」又は「航空保安業務臨時提供申請」をもって使用届されたものとみな

す。

附 則（令和６年  ３月  ２８日 鹿総第239  号）

この要領は、令和６年  ４月  １日から適用する。



様式１ 
 

年  月  日 

鹿児島空港長 殿 

 

所属 

住所 

氏名 

 

空 港 使 用 届 

 

鹿児島空港を使用したいので、空港管理規則第６条第１項の規定に基づき下記

のとおり届け出ます。 

 

記 

 

１．氏名又は名称及び住所                           

 

２．使用航空機の型式及び登録記号                       

 

３．使用日時 自：    年  月  日  時  分 

 至：    年  月  日  時  分 

 

４．使用する施設  □ 滑走路    □ 誘導路    □ エプロン 

 

５．使用目的                                 

 

６．その他 

（１）空港施設使用等については、空港長の指示に従います。 

（２）使用日時等に変更を生じた場合は、速やかに報告します。 

（３）連絡先（氏名及び電話番号） 
 

                    （電話    －   －    ） 
 

（４）以下の事項を申告します
◇ 法令の違反その他空港管理上支障がないよう使用すること。 

◇ 届出者が、空港を使用した行為により、禁固以上の刑に処せられ、その執行

を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から２年を経過しない者で

ある。 

◇ 航空保険（第三者賠償責任保険）に加入していること。 

（官公庁等による使用及び緊急時等の場合を除く） 

◇ 航空保険（第三者賠償責任保険）証券等の提出 

 

 

□はい  □いいえ 

□非該当 □該当 

 

 

□加入済 □未加入 

 

□提出  □提出済 
〔初回・更新〕 

 

（以下の事項は、航空運送事業(航空法第100条第1項)、航空機使用事業(第123条第1項)又は外国人国際航空運

送事業(第129条第1項)について国土交通大臣の許可を受けて運航する場合は申告対象外） 

◇ 酒気を帯びている場合は航空業務を行わないこと。 

◇ 国の職員により酒気帯びの有無についての確認（アルコール検知器を使用し

たアルコール検査）を求められた場合は応じること。 

□はい  □いいえ 

□はい  □いいえ

 

（以下の事項は、上記及び外国籍航空機の本邦内外との飛行(第130条の2)について国土交通大臣の許可を受け

て運航する場合は申告対象外） 

◇ 「航空機落下物による被害の救済に関する協定書」の同意確認書を提出してい

ること。 

◇ 「落下物防止対策を講じることを約する誓約書」の誓約書を提出しているこ

と。（最大離陸重量5.7tを越える飛行機に限る） 

□提出  □提出済 

 

□提出  □提出済



様式２ 
 

 
 
  

年 月 日 

 

鹿児島空港長 殿 
 
 

住所   
届出者 所属   

氏名    
 
 

航 空 機 陸 送 届 
 

 
 

回転翼                       搬入 

当社所属の  航空機を下記のとおり陸送により鹿児島空港へ    しました 

固定翼                       搬出 

 

ので報告します。 

記 

 

１．運航者    
 
 

２．航空機型式及び登録記号    
 
 

３．搬 入 
 

(1) 陸送による搬入予定日時 年 月 日 時 分 

(2) 使用エプロン ○ エプロン   （   番スポット）  

 
(3) 

○ 格納庫    （ 

鹿児島空港離陸予定日時 年 

 
月 

 
日 

） 

時 

 
分 

 

４．搬 出 
 

(1) 鹿児島空港着陸予定日時 年 月 日 時 分 

(2) 使用エプロン ○エプロン  （        番スポット）   

 
(3) 

○格納庫   （  

陸送による搬出予定日時 年 

 
月 

 
日 

） 

時 

 
分 

 

５．その他参考事項 

(1) 搬入元又は搬出先（空港名、場外離着陸場名等）＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

(2) その他 


	様式
	記


